
消防局からのお知らせ
平成29年 消防局出動状況
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◆たばこの葉が入ったスティック等
は、乳幼児の手が届かない場所に保
管し、使用後はすぐに廃棄する
◆使用後のカートリッジを飲料の缶
やペットボトルに入れない
　もし、乳幼児が加熱式たばこのス
ティック等を誤飲した場合には、水
や牛乳を飲ませず、口の中にたばこ
の葉がある場合にはかき出し、直ち
に医療機関を受診しましょう。水や
牛乳を飲ませると水分にニコチンが
溶け出し、体内に吸収されやすく
なってしまい危険です。

　ここ数年、たばこの葉に火をつけ
ずに電気的にヒーターで加熱などし
て吸う新しいタイプのたばこ（以下、
「加熱式たばこ」）が発売され、煙
やにおい、タールなどの吸入や空間
への排出が少ないとされていること
から、販売数を伸ばしています。
　一方、加熱式たばこの使用前後の
たばこの葉が入った部分を乳幼児が
食べてしまったという事故情報も寄
せられており、注意が必要です。
　乳幼児の誤飲事故を防ぐために、
以下の2点に注意しましょう。

受付は3月6日まで
就学奨励金の申請受付

　市立中央病院は、2月15日（木）午前8時半から平成30年度前半分（4月
～9月）の人間ドックの受付を開始します。コースや料金
など詳しくは同病院ホームページ（http://www.
hospital-nishinomiya.jp/)でご確認ください。
　なお、窓口での受付の他、2月15日（木）・16日（金）は
予約専用電話番号で受付を行います＝下表参照。ご注意
ください。

問 健康管理センター（0798・64・1515…同病院内）

　消防局は平成29年の出動状況をまとめました。その概要をお知らせ
します。

　消防隊の出動件数は1037件（前年比20件減）。
　火災以外の出動（緊急確認、支援活動等）が91％を占めました。

　救助出動件数は452件（前年比16件増）。
　救助人員は233人（37人増）でした。
【主な事故種別の出動件数】建物事故…197件▷その他の事故…191件

　救急出動件数は2万3059件（前年比209件増）。
　搬送人員は2万1110人（198人増）と過去最高となりました。
【主な事故種別の出動件数】急病…1万4604件▷一般負傷…3809件
▷交通事故…1815件

　火災件数は96件（前年比10件増）。
　火災による死者は0人、負傷者は10人（5人減）です。
【主な火災原因の発生件数】放火…26件▷コンロ…17件

　一般家庭で発生した火災の負傷原因の一つにカセットボンベやスプ
レー缶が原因の火災があります。これらは平成20年から29年の10年
間で31件発生しています。内訳は、ごみ収集時が11件、ガス抜き作
業中が8件、使用方法の不良（接続不良等）が4件、ボンベを誤って
過熱し爆発が4件、その他の原因（調査中含む）が4件となっています。
　また、これらの火災の恐ろしいところは、極めて高い確率で負傷者
が発生している点で、昨年も負傷者が発生しています。過去10年の
火災のうち、ほぼ半数の15件で負傷者が発生しており、特にガス抜
き作業中の火災では8件で7人が負傷しています。カセットボンベや
スプレー缶に含まれるガスは、可燃性であり空気より重く、さらにス
プレー缶のガスは臭いもなく、知らず知らずのうちに周りに充満しま
す。自分の身を守るためにも、カセットボンベやスプレー缶の正しい
使い方を心がけましょう。

1.使い切ってから廃棄する
2.缶に穴を開けてガス抜きはしない
3.ガス抜きは、屋外の周りに火の気がない場所で行う
4.機器に正しく接続されているか確認する
5.コンロや暖房機器の周りは常に整理整頓する

取扱いのポイント

カセットボンベ・スプレー缶

予約日 電話番号
2月15日・16日 0798・66・8961（17日以降はつながりません）
2月19日以降 0798・64・1515

取扱いにご注意を

問 火災・救助については警防課（0798・32・7330）
救急については救急課（0798・32・7319）

2月15日（木）・16日（金）の電話予約は専用番号へ
人間ドックの受付市立中央

病院

　教育委員会は、平成30年度の市立小・中学校および県立芦屋国際中
等教育学校前期課程の就学奨励金の申請を受け付けています。
　詳しくは、各学校で配布している「就学奨励金についてのお知らせ」
か、市のホームページ（くらしの情報→教育→奨学金・保護者への助成）
をご覧ください。

問 学事課（0798・35・3851）

経済的な理由により就学が困難な児童・生徒の保護者
3月6日までに申請書を就学先の学校（県立芦屋国際中等教育
学校入学予定者は同校）へ提出。申込期間以降も随時受け付け
ていますが、認定の場合は申請月分からの援助となります

【対象】
【申込】

※30年度中学校入学にかかる新入学用品費については、29年度に就学
　奨励金の認定を受けている小学6年生に対し3月に支給します
※新小学1年生については、既に申請書を配布済みです
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